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す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
使
っ
て
い

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
機

能
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
上
）

を
読
み
取
れ
ば
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
友
だ
ち
追
加
画
面
に
推

移
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
友

だ
ち
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

大
阪
建
設
労
働
組
合

で
は
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ

イ
ン
）
」
の
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
を
取
得
し
ま
し

た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
機
能
を
通
じ
て

み
な
さ
ん
に
行
事
の
ご

案
内
な
ど
組
合
に
か
か

わ
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
提

供
を
行
な
っ
て
い
き
ま

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
友
だ
ち
登
録

    　
大
建
労
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
開
設

大建労
ＱＲコード

　

師
走
に
入
り
、

２
つ
の
国
際
会
議

が
立
て
続
け
に
開

催
さ
れ
た
。
一
つ

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
国
連
本
部
で
開
か
れ
た
核
兵

器
禁
止
条
約
第
２
回
締
約
国
会

議
。
も
う
一
つ
は
ア
ラ
ブ
首
長

国
連
邦
・
ド
バ
イ
で
開
か
れ
た

国
連
の
気
候
変
動
に
関
す
る
Ｃ

Ｏ
Ｐ
28
で
あ
る
▼
締
約
国
会
議

で
採
択
さ
れ
た
政
治
宣
言
で

は
、
核
兵
器
が
「
平
和
と
安
全

を
守
る
ど
こ
ろ
か
、
強
制
、
脅

迫
、
緊
張
の
高
ま
り
に
つ
な
が

る
政
策
手
段
」
に
な
っ
て
い
る

と
、
核
抑
止
論
を
痛
烈
に
批
判

▼
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、

日
本
政
府
の
会
議
へ
の
不
在
が

世
界
に
失
望
と
批
判
を
広
げ
て

い
る
。
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
す

ら
せ
ず
、
対
話
を
拒
否
す
る
姿

は
極
め
て
恥
ず
か
し
い
▼
Ｃ
Ｏ

Ｐ
28
で
は
、
深
刻
化
す
る
気
候

危
機
を
い
か
に
食
い
止
め
る
か

が
差
し
迫
っ
た
焦
点
と
な
っ
た
。

岸
田
首
相
は
「
30
年
ま
で
の
行

動
が
決
定
的
に
重
要
」
と
発
言

し
た
が
、
日
本
は
Ｇ
７
の
中
で

唯
一
、
石
炭
火
力
の
撤
退
期
限

を
示
さ
な
い
な
ど
実
態
が
伴
っ

て
い
な
い
。
さ
ら
に
「
50
年
ま

で
に
世
界
の
原
発
の
発
電
容
量

を
３
倍
に
す
る
」
と
の
米
国
な

ど
の
宣
言
に
加
わ
っ
た
。
東
電

福
島
第
１
原
発
事
故
の
教
訓
に

学
ぶ
姿
勢
は
一
切
見
ら
れ
な
い

▼
日
本
は
原
爆
の
投
下
を
２
度

経
験
し
、
さ
ら
に
第
五
福
竜
丸

の
被
ば
く
を
経
験
。
フ
ク
イ
チ

の
原
発
事
故
も
体
験
し
た
、
核

を
め
ぐ
っ
て
は
世
界
に
類
を
見

な
い
稀
な
国
だ
。
そ
の
国
の
政

権
が
２
つ
の
会
議
で
と
っ
た
態

度
は
あ
ま
り
に
も
陳
腐
だ
。
歴

史
の
事
実
を
し
っ
か
り
見
据
え
、

核
兵
器
ノ
ー
、
原
発
ノ
ー
を
素

直
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
政
権
を

つ
く
ら
ね
ば
…
。

　
年
末
年
始
の
業
務
の
お
知
ら
せ

　

大
阪
建
設
労
働
組
合
本
部
は
12
月
28
日（
木
）が
御
用
納
め

と
な
り
、新
年
は
２
０
２
４
年
１
月
５
日（
金
）が
初
出
、９
日

（
火
）か
ら
の
平
常
業
務
と
な
り
ま
す
。

　

所
属
支
部
の
営
業
日
に
つ
き
ま
し
て
は
直
接
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

賃
金・単
価
引
き
上
げ
、来
年
度
予
算
確
保
へ

　

各
政
党
で
は
、
【
自
由
民

主
党
】
平
沢
勝
栄
衆
議
院
議

員
、
【
立
憲
民
主
党
】
枝
野

幸
男
衆
議
院
議
員
、
【
公
明

党
】
若
松
謙
維
参
議
院
議

員
、
【
国
民
民
主
党
】
舟
山

康
江
参
議
院
議
員
、
【
日
本

共
産
党
】
田
村
智
子
参
議
院

議
員
、
【
社
会
民
主
党
】
福

【
社
会
保
障
対
策
部
発
】

　

国
保
組
合
へ
の
二
十
四
年

度
予
算
現
行
水
準
確
保
に
向

け
た
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
は
、

全
体
で
一
万
五
千
九
百
六
十

七
通
を
集
約
、
全
体
目
標
の

対
七
月
末
組
織
数
の
二
倍
に

は
辛
く
も
届
か
ず
達
成
率
一

二
八
・
八
％
と
な
り
ま
し

た
。

　

支
部
で
は
港
支
部
（
三
〇

三
・
〇
％
）
、
寝
屋
川
支
部

（
二
五
六
・
二
％
）
、
松
原

支
部
（
二
三
八
・
四
％
）
を

筆
頭
に
大
東
支
部
、
茨
木
支

部
、
門
真
支
部
、
城
東
鶴
見

支
部
の
七
支
部
が
目
標
を
ク

リ
ア
し
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
が
心
を
こ
め
て

書
い
た
ハ
ガ
キ
が
厚
生
労
働

省
・
財
務
省
の
担
当
者
を
動

か
し
、
従
来
予
算
の
確
保
と

建
設
国
保
を
守
る
大
き
な
力

に
な
り
ま
す
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。　

　

基
調
報
告
で
勝
野
書
記
長

か
ら
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に

加
え
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ

地
区
で
の
市
街
戦
が
始
ま

り
、
多
く
の
市
民
が
犠
牲
に

な
っ
て
い
る
。

　

即
時
停
戦
の
国
際
世
論
形

成
を
日
本
政
府
に
期
待
し
た

い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
を
は

じ
め
、
国
際
的
な
政
治
的
経

済
的
不
安
定
さ
が
深
刻
し
、

諸
価
格
の
高
騰
、
急
激
な
円

島
み
ず
ほ
参
議
院
議
員
か
ら

激
励
の
挨
拶
を
受
け
、
中
西

委
員
長
か
ら
要
請
書
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　

大
阪
建
設
国
民
健
康
保
険

組
合
を
移
転
し
ま
し
た
。

◆

移
転
先
：
〒
５
５
６
‐
０
０

１
７　

大
阪
市
浪
速
区
湊
町

一
丁
目
四
番
一
号　

大
阪
シ

テ
ィ
エ
ア
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

（
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｔ
）六
階（
Ｊ
Ｒ
難

波
駅
直
結
）

電
話
番
号
：
０
６
‐
６
６
３

１
‐
７
１
１
２

（
変
更
あ
り
ま
せ
ん
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
：
０
６
‐
６
６

３
１
‐
７
４
１
８

　

県
連
・
組
合
代
表
に
よ
る

交
渉
団
を
編
成
し
、
厚
生
労

働
省
保
険
局
、
厚
生
労
働
省

労
働
基
準
局
、
厚
生
労
働
省

人
材
開
発
統
括
官
、
国
土
交

通
省
住
宅
局
、
国
土
交
通
省

不
動
産
・
建
設
経
済
局
、
財

務
省
主
税
局
の
六
ヵ
所
に
対

し
、
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

集
会
開
会
時
に
は
土
砂
降

り
の
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た

が
、
終
了
時
に
は
雨
も
上
が

り
、
デ
モ
行
進
を
東
京
・
銀

座
の
街
中
を
通
り
東
京
駅
周

辺
ま
で
行
い
、
建
設
技
能
者

の
処
遇
改
善
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。

（
変
更
あ
り
ま

せ
ん
）

　

ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が

何
と
ぞ
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

一
月
十
七
日
、
物
価
高
騰
か
ら
仕
事
と
暮
ら
し
を
守
り
、
賃
金
・
単
価
の
引
き
上
げ
、

来
年
度
の
予
算
要
求
の
た
め
、
東
京
・
日
比
谷
公
園
大
音
楽
堂
に
、
四
十
六
県
連
・
組
合

か
ら
千
八
百
十
二
人
の
仲
間
が
参
加
で
中
央
総
決
起
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
物
価
高
騰

が
続
き
仲
間
の
仕
事
と
生
活
が
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
物
価
高
騰
対
策
の
施
策
、
建
設

国
保
補
助
金
確
保
、
建
設
技
能
者
の
処
遇
改
善
な
ど
の
私
た
ち
の
要
求
の
実
現
、
来
年
度

予
算
確
保
の
た
め
、
全
国
六
十
一
万
人
の
一
層
の
団
結
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

安
で
国
民
生
活
が
危
機
に
瀕

し
て
い
る
。

　

閣
議
決
定
さ
れ
た
経
済
対

策
や
補
正
予
算
案
の
中
に

は
、
こ
の
間
、
全
建
総
連
が

求
め
て
き
た
住
宅
市
場
の
需

要
喚
起
策
に
係
る
予
算
が
盛

り
込
ま
れ
、
評
価
し
た
い
。

　

概
算
予
算
で
示
さ
れ
た

国
保
組
合
関
連
予
算
は

二
七
三
二
億
五
〇
〇
〇
万
円

を
踏
ま
え
、
年
末
に
向
け
て

予
算
確
保
の
取
り
組
み
の
強

化
を
。
さ
ら
に
一
〇
〇
万
人

国
会
請
願
署
名
で
国
会
採
択

を
実
現
し
、
来
年
予
定
さ
れ

て
る
関
連
法
等
の
改
正
を
後

押
し
し
、
建
設
職
人
の
賃
金

引
上
げ
を
実
現
さ
せ
よ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。

一
票
の
力
信
じ
て

要
請
行
動

大
建
国
保
事
務
所
移
転

支部 ７月末組織数 集約数 集約率(%)
西成 215 64 29.8

東住吉平野 544 122 22.4
住吉 317 108 34.1
都島 228 256 112.3
守口 501 256 51.1
生野 241 104 43.2
福島 144 236 163.9
城東鶴見 402 808 201.0
東成 112 132 117.9
港 230 697 303.0
東淀川 334 595 178.1
堺 3,517 3,209 91.2
池田 139 60 43.2
西淀川 132 168 127.3
松原 255 608 238.4
貝塚 285 400 140.4
岸和田 759 1,399 184.3
泉佐野 344 218 63.4
吹田 362 188 51.9
羽曳野 155 230 148.4
豊中 343 48 14.0
門真 798 1,606 201.3
寝屋川 938 2,403 256.2
大東 580 1,328 229.0
茨木 302 624 206.6
富田林 222 100 45.0
合計 12,399 15,967 128.8％

現行水準確保に向けた
ハガキ要請行動結果

15,967枚を集約し
７支部が目標達成
＜国保ハガキ要請行動＞

全建総連
中央総決起大会
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持続化給付金の申請サポート会も開催しました

　

共
済
制
度
は
組
合
員
同
士

の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
成
り

立
つ
給
付
制
度
。掛
金
は
月

４
百
円
で
組
合
費
に
含
む
。

■
給
付
内
容

・
結
婚
祝（
本
人
）、出
産
祝

（
本
人
・
配
偶
者
）、成
人
祝

（
本
人
）
…
１
万
５
千
円

・
就
学
祝（
子
ど
も
の
小
学
校

入
学
時
）
…
１
万
５
千
円

・
傷
病
見
舞
給
付

・
火
災
見
舞
…
３
万
円

・
風
水
害
見
舞
…
５
千
円
ま

た
は
３
万
円

・
組
合
行
事
で
の
組
合
事
故

見
舞
い
給
付

・
死
亡
給
付（
本
人
）
…
３
万

～
30
万
円

・
配
偶
者
、家
族
死
亡
給
付

・
老
齢
脱
退
、脱
退
給
付
な
ど

※
給
付
に
は
、事
由
発
生
１

年
以
内
の
申
請
が
必
要（
脱

退
・
老
齢
脱
退
給
付
除
く
）で

あ
り
、組
合
費
の
完
納
な
ど

条
件
が
あ
り
ま
す
。組
合
費

滞
納
に
ご
注
意
を
。

 

月
４
百
円
の
助
け
合
い

   

組
合
共
済
で
各
種
給
付
金
が
組合費滞納
にご注意を




















未
加
入
者
に

伝
え
て
下
さ
い

　

大
阪
建
設
労
働
組
合

（
だ
い
け
ん
ろ
う
）
は

建
設
現
場
で
働
く
み
な

さ
ん
の
た
め
の
組
合
で

す
。

　

全
国
で
62
万
人
以

上
、
大
阪
で
１
万
２
千

人
の
仲
間
が
加
入
し
て

い
る
、
建
設
労
働
者
の

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守

る
、
一
人
で
も
入
れ
る

労
働
組
合
で
す
。

　

組
合
員
を
増
や
し
、

地
域
や
自
治
体
へ
の
影

響
力
を
強
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
仕
事
や
く
ら

し
を
よ
く
す
る
制
度
、

政
策
な
ど
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

春
秋
に
は
仲
間
を
増

や
す
組
織
拡
大
月
間
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
身
近
な
建

設
現
場
で
働
く
組
合
未

加
入
の
方
々
に
、
ぜ
ひ

「
だ
い
け
ん
ろ
う
」
の

存
在
を
伝
え
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。




































が
集
う「
青
年
部
」で
は
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ボ
ツ
ア
ー
に
野

球
大
会
や
子
ど
も
た
ち
と
参

加
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
。

　

女
性
組
合
員
や
配
偶
者
で

組
織
す
る「
主
婦
の
会
」で
も

ハ
イ
キ
ン
グ
、手
作
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
楽
し
い
催

し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
70
歳
以
上
の
シ
ル

バ
ー
世
代
を
対
象
に
し
た

「
悠
生
会
」も
楽
し
い
交
流
会

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
族
で
参
加
で
き
る
体

育
祭
や
魚
釣
り
大
会
、若
者

■
お
得
な
制
度

・
ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ
カ
ー
と

提
携
、「
ワ
ン
デ
イ
ク
ー
ポ

ン
」が
利
用
で
き
ま
す
。

・
提
携
店（
大
建
労
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）で
組
合
員

証
を
提
示
す
れ
ば
サ
ー
ビ
ス

や
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｐ︵
全
労
済
︶の
共
済
制
度　

火
災
共
済
、交
通
共
済
、マ
イ

カ
ー
共
済
な
ど
。

■
ろ
う
き
ん
提
携
ロ
ー
ン

　

住
宅
ロ
ー
ン
や
カ
ー
ラ
イ

フ
ロ
ー
ン
、教
育
ロ
ー
ン
や

不
意
の
出
費
に
対
応
す
る

「
マ
イ
プ
ラ
ン
」ほ
か
、施
主

向
け
の
住
宅
ロ
ー
ン
も
。

全
労
済
・
労
金
や

お
店
と
も
提
携

青
年
・
シ
ル
バ
ー

女
性
交
流
の
場
も

青年部
お絵かき
コンテスト

茨木支部
金田虎之助さんの作品

【
植
田
青
年
部
長
】

　

コ
ロ
ナ
渦
で
開
催
で
き
な

か
っ
た
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ボ
ー

ツ
ア
ー
を
長
野
県
栂
地
高
原

ス
キ
ー
場
「
ホ
テ
ル
セ
ル
リ

ア
ン
ア
ル
ペ
ン
」
で
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時　

二
〇
二
四
年
三
月
八

日
（
金
）
～
十
日
（
日
）

申
込
開
始
は
二
〇
二
四
年
一

月
九
日
（
火
）
午
前
十
時
か

ら
で
す
。

　

詳
し
く
は
「
建
設
労
働
」

二
〇
二
四
年
一
月
一
日
・

十
六
日
合
併
号
に
て
掲
載
。

労
・
鈴
木
青
年
部
副
部
長
の

あ
い
さ
つ
で
開
会
。

　

６
チ
ー
ム
で
競
い
合
い
Ｅ

チ
ー
ム
で
あ
る
大
阪
は
強
烈

な
ア
タ
ッ
ク
。
ま
た
、
安
定

し
た
サ
ー
ブ
・
レ
ー
シ
ブ
で

陣
地
を
守
り
続
け
見
事
三
連

勝
。

　

圧
倒
的
な
力
を
見
せ
つ
け

た
大
阪
は
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー

と
副
賞
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

ボ
ー
ル
大
会
）
を
兵
庫
県
神

戸
市
立
東
灘
体
育
館
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

全
体
の
参
加
者
は
三
十
三

人
、
大
建
労
か
ら
は
十
二
人

の
参
加
で
し
た
。

　

関
西
青
協
議
長
の
大
建

　

十
一
月
十
二
日
（
日
）
全

建
総
連
関
西
青
協
で
ス
ポ
ー

ツ
交
流
会
（
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

 
大
阪
み
ご
と
優
勝

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
く

自
筆
証
書
遺
言
の
保
管
制
度

関西青協

スポー
ツ

イベン
ト

５
年
ぶ
り

ス
キ
ー
＆
ス
ノ

ボ
ー
ツ
ア
ー
開
催

参加賞

茨木支部
金田正之助さんの作品

岸和田支部
掛水望来さんの作品

岸和田支部
掛水悠里さんの作品

岸和田支部
田戸嘉一郎さんの作品

関西青協参加者のみなさん

表彰の様子

Ｑ　

自
筆
証
書
遺
言
を
作
る

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
自

宅
で
保
管
す
る
以
外
に
、
何

か
方
法
は
あ
る
で
し
ょ
う

か
。

の
利
用
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

本
人
が
、
封
を
し
て
い
な

い
自
筆
証
書
遺
言
を
遺
言
書

Ａ　

遺
言
書
保
管
法

に
基
づ
く
保
管
制
度

言
書
保
管
所
が
保

管
す
る
遺
言
書
は

検
認
が
不
要
で
あ

保
管
所
（
法
務
局
）
に
持
参

し
、
所
定
の
手
続
き
で
保
管

を
依
頼
す
れ
ば
、
遺
言
書
保

管
所
が
原
本
を
保
管
す
る
と

と
も
に
、
画
像
が
デ
ー
タ
化

さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
自
筆
証
書
遺

言
は
家
庭
裁
判
所
の
検
認
手

続
き
が
必
要
で
し
た
が
、
遺

る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま

す
。

　

た
だ
し
、
遺
言
書
保
管
所

は
、
遺
言
の
内
容
に
関
す
る

相
談
に
は
応
じ
て
く
れ
ま
せ

ん
の
で
、
注
意
が
必
要
で

す
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
き
づ
が
わ

共
同
法
律
事
務
所
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

法律相談
Q＆A
2023.12.16


